
発 
 
 

 
 

案 
 

 
 

 

書 
 

 

 

県
議
第
六
号 

 

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
啓
発
を
推
進
す

る
決
議
に
つ
い
て 

 

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
啓
発
を
推
進
す
る
決

議
を
次
の
よ
う
に
発
案
す
る
。 

  
 

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日 

 

提
出
者 

 
岐
阜
県
議
会
議
員 

 

恩 

田 

佳 

幸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

平 

野 

祐 

也 

 

尾 

藤 

義 

昭 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

伊 

藤 

正 

博 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

水 

野 

正 

敏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

田 

中 

勝 

士 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
水 

野 

吉 

近 
長 

屋 

光 

征 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

岐
阜
県
議
会
議
長 

小 

原 
 

 

尚 
 

様 

 

 

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
啓
発
を
推
進
す

る
決
議 

 

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
解
決
は
、
我
が
国
の
主
権
及
び
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関

わ
る
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
年
月
の
経
過
に
伴
い
、
拉
致
問
題
に
対
す
る

関
心
の
低
下
や
記
憶
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
一
層
の
世
論
喚
起
と
特
に
若
い
世
代
へ
の
理

解
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
令
和
五
年
四
月
、
政
府
は
各
都
道
府
県
知
事
及
び
教
育
長
に
対
し
、
学

校
等
に
お
い
て
拉
致
問
題
に
関
す
る
映
像
作
品
を
活
用
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
本
県
と
し
て

も
、
こ
の
要
請
を
踏
ま
え
、
学
校
等
に
お
け
る
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
や
解
説
動
画
等
の
活
用
、
県

民
向
け
の
啓
発
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 



岐
阜
県
議
会
は
、
国
民
が
心
を
一
つ
に
し
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
を
願
う
強
い
意

思
を
示
す
こ
と
が
、
問
題
解
決
に
向
け
た
大
き
な
後
押
し
に
な
る
と
の
認
識
の
下
、
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
に
関
す
る
広
報
啓
発
が
、
一
層
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

以
上
、
決
議
す
る
。 

 

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日 

 

岐 

阜 

県 

議 

会 
 

 


